
遊戯王とはグラディウスやがんばれゴエモン等でお馴染みのKONAMIが製作している、高橋和希氏が製作した漫画「遊☆戯☆
王」に出てくるカードゲームをそのままゲーム化したカードゲームのこと。 
戦術を練りデッキを組み立て、それをどういう風にデュエルに生かせるかどうかがこのゲーム最大のポイントである。 
これが人々の間で人気を呼び、子供のみならず大人も楽しめるカードゲームにまで成長した。 
今現在、その遊戯王が世界中に知れ渡り、世界大会も行われるようにもなった。 

アニメについて 

遊戯王はアニメも放映されていて、このカードゲームが人気を呼んだのもこのアニメのおかげとも言っていいだろう。 
この遊戯王テレビ朝日で1999年に放映が開始し、放映終了後、テレビ東京系列と移行し、2000年に放映が開始され、今もなお
GX,5D’sと続編が放映されている。 
童実野町のとあるゲーム屋に住む高校1年生の少年、武藤遊戯が千年パズルを完成させ、パズルに封印されていたファラオの王
（アテム）を呼び出した事で物語が始まる。 
色々な敵を目の前に屈せず、絆と結束を胸に立ち向かっていく、そんな遊戯達を描いたアニメである。 

遊戯王は始め、武藤遊戯（闇遊戯）が悪人を闇のゲームへと誘い、悪人を裁いていくというアニメだった。 
当時はカードゲームのみではなかった。 
しかし、遊☆戯☆王の作中に出てきたカードゲームのおもしろさが視聴者に人気を呼び、翌年映画までできるようになった。 
その後、遊戯王デュエルモンスターズへと進化し、カードゲームを主軸としたアニメへと変化していった。


